
 (別紙 2)マネージドオプション「Managed Oracle」 

 

・監視項目 

標準監視項目  

 プロセス / サービス  

 OracleDB バックグラウンド・プロセス  

 OralceDB Ping  

 OralceDB ステータス  

 OracleDB セッション制限使用率  

 OracleDB ユーザープロセス使用率  

 OracleDB ログ  

 OracleDB バックアップ正常性*  

 OracleDB テーブルスペース空き容量 

（一定値以下）  

 OracleDB データ・ファイルステータス  

 OracleDB データ・ブロック破損  

 OracleDB ブロッキングロック 

（一定時間超）  

 OracleDB データベース・インスタンスス

テータス  

 

＊初期設定を行う場合のみ 

 

 

・オペレーション 

タスク  詳細  

ストレージ管理  テーブルスペース（表領域）のサイズ設定、データファイルのサイ

ズ設定、ASMディスクグループ設定の追加、変更、削除。  

*テーブルスペースとデータファイルのサイズ、領域不足時の自動

追加有無・増分値・上限値に関する設定値をお客さまに決定いただ

いた上で、投入作業を実施します  

パフォーマンス管理  SGAおよびPGAのメモリサイズ設定の追加、変更、削除。（バッ

ファサイズなどの各コンポーネント単位での設定を含む）  

Oracleネットサービス管理  アプリケーションサーバーのローカルネーミング（TNSネーム）、

簡易接続に対応したリスナー（プロトコル、ポート）、名前（グロ

ーバル・データベースなど）の設定の追加、変更、削除。（アプリ

ケーションサーバー側の設定変更は対象外）  

自動ワークロード・レポジトリ管理  「自動ワークロード・レポジトリ(AWR)の設定の追加、変更、削

除。  

スキーマ・オブジェクト管理  テーブル、索引（インデックス）などのオブジェクトの追加、変更、

削除。  

ユーザーアカウント管理 

（非スキーマ・オブジェクト）  

ユーザー、プロファイル、ロールの各オブジェクトの追加、変更、

削除。オブジェクト権限（他ユーザーの表へのアクセスする権限）

の変更を含む。  



データベース管理  データベースの作成、削除。尚、本作業にスキーマ・オブジェクト

および非スキーマ・オブジェクトの設定は含まれません。  

データのインポート・エクスポート  Oracle標準ユーティリティの使用を前提として、Oracleデータベ

ースのデータ移動（ユーザー間、データベース間、OracleDB・OS

ファイル間など）を行います。  

マテリアライズド・ビュー管理 

（レプリケーション）  

マテリアライズド・ビューおよびデータベース・リンクによる

OracleDB間のテーブル複製設定の追加、変更、削除。  

RACワークロード管理  RACクラスターの接続時ロード・バランシング方式の設定変更。  

レプリケーション管理  レプリケーション設定の追加、変更、削除。  

バックアップ管理  

（オプション）  

Oracle標準ユーティリティの使用を前提として、バックアップ自

動取得設定の追加、変更、削除。尚、バックアップ環境の準備は、

初期セットアップで実施済であること。  

リストア・リカバリ  

（オプション）  

Oracle標準ユーティリティの使用を前提として、バックアップ条

件の範囲内で、指定の日時のデータベースに復旧します。但し、オ

ブジェクト指定の部分リストア・リカバリには対応していません。

尚、初期セットアップで準備されたバックアップ環境があり、かつ、

バックアップ計画通り正常にバックアップを取得していることを

前提として、リストア・リカバリを実施します。  

累積パッチ管理  

（オプション）  

お客さまに事前承諾いただくことを前提に、累積パッチを適用しま

す。作業概要としては、データベースを停止した上で、データベー

スのフルバックアップを実施した後、累積パッチの適用となりま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


